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　　　　　　　　　　　大会行事予定表

1．　会　場　第1会場：第1・第2日：経済学部第2講義室（定員220名）・

　　　　　　　　　　　　第3日：文学部第1講義室（定員105名）

　　　　　　第2会場：第1・第2日：経済学部第3講義室（定員220名），

　　　　　　　　　　　　第3日：文学部第2講義室（定員60名）

　　　　　　第3会場：第1・第2日：経済学部第4講義室（定員150名），

　　　　　　　　　　　　第3日：文学部第3講義室（定員60名）

2．会期10月21日（月），22日（火），23日（水）

3．行事下記の通り
行　　事

大会（研究発表）

〃　（　〃　）

（第1，第2，第3会場）

（　　　　〃　　　　）

10月21日（月）10：30～12：00

　　〃　　　　　　13：00～　17：00

大会（研究発表）

シソポジウム

懇　親　会

（第1，第2，第3会場）

（第1会場）

（名古屋大学職員会館）

10月22日（火）　9：00～12：00

　　“　　　　　　13：00～　17：00

　　〃　　　　17：30～

大会（研究発表）

〃　（　〃　）

（第1，第2，第3会場）

（　　　　〃　　　　）

10月23日（水）　9：00～12：00

　　〃　　　　　　13：00～　17：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会委員長磯野謙治

　　　　　　　　　　　　　　　11＼踏．

　　摩疋　　、ノ
　奪）
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研究発表内容一覧

21日午

　午

前

後

22日午

　午

前

後

23日午

　午

前

後

第1会場

総観気象
総観気象

長期・気候
シソポジウム

力

力

学

学

第2会場

雲　物　理
雲　物　理

雲物理・気象衛星

測器・応用気象

応用気象・大気電気

第3会場
乱

乱

流

流

乱 流

放 射

大会（研究発表）座長

21日午

　午

前

後

22日午

　午

前

後

23日午

　午

前

後

第1会場

加藤久雄
安井春雄
松本誠一

河村　 武

西本清吉

浅井冨雄
相原正彦
窪田正八

第2会場

内田英治
孫野長治
駒林　 誠

小平信彦

内藤恵吉
川野　 実

関川俊男

第3会場

竹田　 厚

塩谷正雄
近藤純正

竹内清秀

村井潔三

小低気圧一土佐沖低気圧についてのシンポジウム

1・会期第2日（22日）午後

2．会場第1会場
3．座長西本清吉（名古屋地気）

4．話題提供

（1）予報官の立場から見た土佐沖低気圧　　中島暢太郎（京大防災研）

（2）予報の立場からみた中規模のじょう乱　吉田　泰治（気象庁電計）

（3）低気圧波動論の再考　　　　　　　　　曲田　光夫（気研予報）

5．討論（予稿は本号巻頭に掲載されています）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究発表題目

　　　　第1日（21日）10時30分～12時

第1会場　　綜観気象座長加藤久雄
101．大井正一，内山徳栄（気研予報）：成層圏天気図

　　　の解析（10）

102．上井兼文（気象庁予報）：対流圏上部じょう乱の

　　　発生について

103．関岡満（防衛大）：台風と既存の前線との関係

　　　（2）

104．上井兼文（気象庁予報）：台風の進行速度1（綜

　　　観的，統計的にみた台風の生涯n）

105．飯田睦治郎，石川正勝（気研予報）：冬季におけ

　　　るClear　air　turbulenceについて

第2会場　　　　　雲物理座長内田英治
201．佐野裸，植野泰夫，匹田茂行（名大理）：色素膜

　　　法による塩水溶液霧の粒度測定

202．佐野陳，匹田茂行，植野泰夫（名大理）：食塩水

　　　溶液霧の粒径の測定一その粒度に及ぼす表面張力

　　　の効果

203．浜昊一，高木昇（気研応用）：太郎坊（富士山）

　　　に於ける海塩粒子の測定について（成雨共同研

　　　究25）

204．　成瀬　弘（気研応用）：等圧法による雲粒中の塩

　　　分量の測定（皿）（成雨共同研究17）

205．　当舎万寿夫（気研台風）：降水特性について

第3会場　　　　　　　乱流　座長　竹　田　　　厚

301．今井和彦（原研）：10分間平均風速の長期間頻度

　　　分布

302．藤田敏夫，本田庸治（気研予報）：短時間の蒸発

　　　量の測定

303．藤田敏夫，根本　茂（気研測器）：地面付近の乱

　　　れの垂直成分の変動について

304．　塩谷正雄，黒羽圏夫（日大生産工）：高さ40mに

　　　おける風速鉛直成分の測定

305．塩谷正雄，岩谷祥美（日大生産工）：強風におけ

　　　る乱渦の相関（4）

　　　　　第1日（21日）13時～17時

第1会場　　　総観気象　座長　安井春雄・松本誠一

106．鈴木栄一（気研予報）：統計予報における数量化

　46

　　　と予報調整について

107．菊地原英和（気象庁統計）：線形領域の再現期間

　　　の理論とその計算・第2報・計算の実施と検討

　　　（東北本線の大雨に対する適用）

108．安田清美（名古屋地気）：集中豪雨の総観および

　　　レーダー解析

109．　荻本　洋（京大理），中島暢太郎，後町卓雄（京大

　　　防災研）：昭和43年7月2日の淀川沿いの降雨に

　　　ついて

110．竹内衛夫（気研予報）：梅雨末期集中豪雨の綜観

　　　解析（第1報）

111．松本誠一，秋山孝子（気研予報）：昭和42年7月豪

　　　雨の中規模解析

112．李柾雨（北大理）：レーダー写真のステレオ解

　　　析法による降雪エコーの移動速度の微細解析

113．木村忠志（雪害研）：雲列内外のUDゾンデ観

　　　測例

114．木村忠志（雪害研）：里雪時の雲頂上逆転層低限

　　，高度の分布

115．古川武彦（気研台風）：山越気流（2）

　　　　（a）佐渡島の風下域で見出されたパンド状雲に

　　　　　ついて

　　　　（b）広戸風について

116．塩月善晴（九大農）：山火事による積雲発生につ

　　　いて

117．水越允治（三重大教育）：東海地方における日最

　　　高気温の地域分布

118．河村武（東京管区）：大都市の気温分布とその

　　　変動（2）

第2会場　　　　雲物理　座長　孫野長治・駒林　誠

206．

207．

208．

209．

石坂隆，磯野謙治（名大理）：α，β，7－AgI上

の氷晶形成

高橋忠志，山下　晃（東大理）：水滴の凍結実

験（H）

磯野謙治，駒林　誠，田中豊顕，岩井邦中（名大

理）：冬季北太平洋地域における氷晶核の物質に

ついて

駒林　誠，磯野謙治，藤原美幸＊，武田喬男，田車

豊顕（名大理，＊気研）：冬季の北太平洋地域に

　　　　　　　　　　　　　　、天気”15．9．



　　　おける氷晶核数の変動

210．　牛木久雄，樋口敬二（名大理水研）：パローおよ

　　　び太平洋における氷晶核の観測

211．樋口敬二（名大理水研）：パローで観測した氷晶

　　　の特徴

212．桜井兼市（北教大旭川分校）：冬霧の氷晶核の電子

　　　顕微鏡観測

213．　山下　晃，高橋忠司，藤木陽一（東大理）：厳寒

　　　期に発生する霧の観測π

214．孫野長治（北大理）：五大湖雪雲

215．　孫野長治，田沢誠一，重野忠夫（北大理）：　日本

　　　の臨海降雪と米国の臨湖降雪

216．武田京一（九大農）：人工降雨の定量的決定

217．　小元敬男（農技研）：寒候期の降ひょうについて

第5会場　　　　　乱流　座長　塩谷正雄・近藤純正

306．　島貫　　陸（東北大理）：接地気層における風速

　　　と拡散係数の垂直分布

307．近藤純正，渡辺英雄（防災センター，平塚）：水

　　　面近くの水温の日変化の数値実験

308．近藤純正，渡部　勲（防災センター，平塚）：水

　　　温垂直分布と蒸発の季節変化の推定法

309．　近藤純正（防災センター，平塚）：地表面近くの

　　　気温と地温の数値予報（1）

310．近藤純正（防災センター，平塚）：地表面近くの

　　　気温と地温の数値予報（豆）

311．近藤純正，内藤玄一（防災センター，平塚）：種

　　　々の条件の下での地温・気温の日変化特性

312．伊藤昭三（気象庁測候）：水蒸気の鉛直分布と蒸

　　　発について

313．大西外史（東北大理）：粗な地表面上の風速分布

　　　について

314．大西外史（東北大理）：海峡を通る風について

315．大西外史（東北大理）：エクマン層の生成につい

　　　て

316．横山長之（資源試）：エクマン気層下部における

　　　風の変動値，拡散係数などの分布

317．光田寧（京大防災研），・花房竜男，米谷俊彦（京

　　　大理）：航行中の船舶による乱流輸送量の測定

　　　　　第2日（22日）9時～12時

第1会場　　　　長期・気候　座長　河　村　　　武

119，渡辺貫太郎（神戸海洋）：A　P　T写真の地球曲率

　1968年9月
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　　　による歪とその簡便な光学的修整法

120．藤田哲也（シカゴ大学），土屋　清（気象庁予報），

　　　落合弘明（鳥羽商船）：名古屋および伊勢湾周辺

　　　の放射温度解析

121．荒井康（気研予報）：長波の季節変動（第4報）

122．奥田　穣（気研台風）：　日本における大雨の気候

　　　学的特性（H）

123．広瀬元孝，矢島栄三（気研予報）：西日本の「干

　　　ばつ」について

124．加藤久雄（名古屋地気）：月平均の緯度平均

　　　500mb高度・帯状示数および日本の気温について

125．吉野正敏（法政大地理）：夏型気圧配置の出現頻

　　　度・その異常と気温分布

126．吉野正敏（法政大地理）：冬型気圧配置の出現頻

　　　度とその特性

127．　荒川秀俊（東海大理）：東京の都市化と湿度・・温

　　　度の変り

128．真鍋大覚，川勝紀美子（九大工）：第四紀におけ

　　　る地層の更新から推定される大風雨の到来周期

　　　　　雲物理・衛生気象　座長　小　平　信　彦

218．青柳二郎，中垣克元（気研台風）：降水雲の垂直

　　　強度について

219．青柳二郎，藤原美幸（気研台風）：降雪積雲中の

　　　ドップラースペクトラムについて

22α　柳沢善次，藤原美幸，神林慶子（気研台風）：北

　　　陸の降雪積雲の観測結果について（成雨共同研

　　　究）

221．柳沢善次，神林慶子（気研台風）：　レーダー観測

　　　による積雲対流の日変化について（成雨共同研

　　　究）

222．藤原美幸，柳沢善次，柳瀬利子（気研台風）：北

　　　陸の降雪積雲からの霰の成長（成雨共同研究）

223．深津　林，服部満夫（名古屋地気）：エコー強度

　　　と降水強度について（第2報）

224．　内藤恵吉，田端　功，横田良夫，高橋克巳（気研

　　　測器）大気によるレーザ・光の減衰とスラントビ

　　　ジビリティの測定

225．土屋　清（気象庁予報）：AP　T写真解析による

　　　冬の季節風時の目本海の雲分布，降雪量と雲の特

　　　徴

226．井沢竜夫（気研台風）：エッサおよび静止衛星写

　　　真から決定された雲の速度と実測風との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47

第2会場
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227．

228．

山崎　武，孫野長治（北大理）：列状雲のモデル

実験その3
朴　公三（U．S．第20気象隊）：極東に於ける気

象衛星赤外輻射の綜観的応用

第5会場　　　乱流座長竹内清秀
318．竹田厚（東大海洋研）：乱流輸送測定における

　　　誤差の問題

319．本間端雄，星沢欣二，千秋鋭夫，鈴木正勝，四方

　　　浩（電中研）：実規模の拡散と模型による風洞実

　　　験の相似

320．石嶺　剛（電波研）：Thermosphere下部の乱

　　　流について

321．福岡義隆（千葉県公害研）：非汚染源風向時の高

　　　濃度発生について

322．岩本智之，水間満郎，佐野治彦（京大原子炉）：

　　　京大原子炉排気塔の有効高さ

323．　大田正次，伊藤朋之（気研物理）：鈴鹿山脈の山

　　　越え気流の研究（地形性乱気流の研究（6））

324．相馬清二，江口博（気研物理）：山越え気流の

　　　観測について（地形性乱気流の研究（7））

325．矢野　直＊，朝来野国彦＊＊（＊気研応用・＊＊都立ア

　　　イソトープ研）：Rnとその壊変生成物による接

　　　地交換の研究

326．三宅泰雄，杉村行男（気研地球化学）：大気・海洋

　　　間における炭酸ガスの交換

327．　川村　清（気研地球化学）：海洋大気中のNO2

　　　およびNH3濃度

328．前橋紀恵子＊，桂川秀嗣纏，矢野　直＊（＊気研纏

　　　立大原研）：大気エエ・ゾル粒子の放射化分析

329．川瀬二郎，村松久史（気研）：　レーウィンと振動

　　　計との組み合せについて

　　　　　第3日（23日）9時～12時

第1会場　　　：力学座長浅井冨雄
129．石井哲雄（東北大理）：上層大気の帯状風速の日

　　　変化

130．新田　勅（東大理）：赤道対流圏下部の擾乱の解

　　　析

131．　柳井迫雄，林　良一（東大理）：赤道上空の大規

　　　模擾乱とエネルギー垂直輸送

132．丸山健人（東京学芸大）：赤道成層圏下部にみい

　　　だされた大規模東進波動一Kelvin波かもしれな

　　　い一

　娼

133．廣田　勇，佐藤康雄（東大理）：成層圏突然昇温

　　　時期に於ける帯状流の変動

134．川平浩二（京大理）：上部成層圏における温度お

　　　よび循環の半球的分布の一推定法（その2）

135．　久保田効（気象庁長期）：気圏と地，水圏におけ

　　　る熱収支式の解

136．片山　昭（気研予報）：大気中の物理過程のパラ

　　　メタ化の問題（1）境界層の輸送係数の表現につ

　　　いて

137．片山　昭（気研予報）：大気中の物理過程のパラ

　　　メタ化の問題（五）赤外放射の取扱い

138．片山　昭（気研予報）：大気中の物理過程のパラ

　　　メタ化の問題（皿）日射の取扱い

139．爪生道也（九大理）：回転流体中の不安定性

第2会場　　測器・応用座長内藤恵吉
229．仲本賢次，上代英一，伊東隆哉（気研測器）水

　　　野長輝（福井地気）：可聴音波による平均温度風

　　　速の測定実験

230．木村竜治，三沢信彦（東大海洋研）：赤外線放射

　　　温度計による海水表面温度の測定について（2報）

231．

232．

233．

234．

235．

236．

237．

荒井哲男（気象大）：温度計感部に対する放射と

対流による熱伝達について

高橋廻男（気研測器）：低風速用に適した風杯の

大きさについての基礎実験

常岡伸祐，溝口民生（気研測器）：塩化リチウム

露点計小型感部の試作について

高橋克己（気研測器）：塩化リチユーム露点計

（Dewcel）の構造上の問題

根本修（気研応用）：酸化アルミ皮膜の感湿特

性について（3報）

正村史朗（名古屋市）：東海道沖（特に遠州灘，

相模湾，房総方面）に大地震発生の可能性につい

て（皿）

神山恵三，根本　修（気研応用）：高分子化合物

の赤外吸収による紫外線の局地的測定

第5会場　　　　　　　放射　座長　村　井　潔　三

33（L　田中正之（東北大理）：混濁大気による太陽放射

　　　の散乱反射及び透過

331．関原　彊（気研高物）：オー・ラX線と大気オゾ

　　　ン

332・　山本義一，田中正之，青木忠生（東北大理）：人

　　　　　　　　　　　　　　　　　璽天気”15．9．



　　　工衛星による水蒸気分布の測定

333．　山本義一，田中正之，浅野正二（東北大理）：水

　　　雲の放射伝達論的特性の研究

334．会田　勝（東北大理）：　オゾン9．6，μ帯の透過函

　　　数

335．　山本義一，会田　勝（東北大理）：不均質大気に

　　　おける透過函数の評価

336．　佐藤隆夫（長崎大）：上空に於ける散乱光（M）

337．嘉納宗靖，村井潔三，鈴木　正，小川芳雄（気研

　　　高物）：霧の放射的性質の研究（第1報）

338．　関原　彊，村井潔三，嘉納宗靖，鈴木　正（気研

　　　高物）：赤外放射検定装置の試作（第1報）

　　　　　第3日（23日）13時～17時
第1会場　　　　　力学　座長　相原正彦・窪田正八

140．　柳井油雄，時岡達志（東大理）：円形渦の慣性不

　　　安定

141．吉住禎夫（気研予報）：円形渦内における慣性波

　　　の安定性

142．　阿部成雄（防衛大）：気団内における大規模循環

　　　について

143．佐藤隆夫（長崎大）：流体の運動方程式を極座標

　　　と円筒座標で表わすこと

144．大井正道（大阪教育大）：帯状流地形性擾乱の孤

　　　独波生成について（第2報其1）一力学的相似則

　　　について

145．大井正道（大阪教育大）：帯状流地形性擾乱の孤

　　　独波生成について（第2報其2）一回転水槽内模

　　　型実験

146．　曲田光夫，西田圭子（気研予報）：Small　scale

　　　の山の影響について

147．　北出武夫（気研台風）：条件付不安定大気におけ

　　　る対流の特性について

148．八木橋章子，小倉義光（東大海洋研）：定常加熱

　　　によって生じる周期的対流の数値実験

149．近藤洋輝，小倉義光（東大海洋研）：二重成層流

　　　体中の対流運動の線型安定性について皿
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150．大河内芳雄（気象庁電計）：　プリミティブ方式に

　　　おけるFine　meshのテストについて

151．相原正彦（気研予報）：バランスモデルによる大

　　　規模擾乱の変動

152．吉住禎夫，松本誠一（気研予報）：　3時間々隔の

　　　高層観測資料による収支解析

153．藤原滋水（気象庁電計）：客観解析法における航

　　　空機資料の利用について

第2会場　　電気・応用　座長　川野　実・関川俊男

238．神山恵三，木藤煕子（気研応用）：気象条件によ

　　　る不感蒸泄

239．東　修三，松尾律子（京都府大）：不快指数に風

　　　速の効果を導入するための補正式について

240．宮内正厚，北村正亟（気研高物）：宇宙線観測か

　　　らみた低気圧の温度変化

241．高橋勧，Robert　uchida，c．M．Fu11erton，E．J．

　　　Workman（名大理）：ハワイの雲の電気的性質

242．遠藤辰雄，岩淵武士（北大理）：冬霧の電気的性

　　　質（その1）

243．遠藤辰雄，重野忠史（北大理）：冬霧の電気的性

　　　質（その2）

244．藤原　紘，中島義之，関川俊男（東理大理）：サ

　　　ブミクロン・エー・ゾル粒子の極性による差につ

　　　いて

245．

246．

247．

248．

249．

中谷茂（電気試験所）：大気イオンと放射性イ

オンの移動度分布の比較測定について

森田恭弘，石川晴治（名大空電研）：イオン密度

の高度分布に対するサブミク・ンエー・ゾルの影

響

川野　実，中山斌義，湊　　進，池辺幸正（名大

工）：海上における電離平衡（1）

川野　実，下道　国，池辺幸正（名大工）：海上

における電離平衡（皿）

川野　実，下道　国，池辺幸正（名大工）：自然

放射能の気中濃度測定（豆）
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研究発表要旨

第1会場　第1日（21日）10時30分～12時

　101．大井正一・内山徳栄（気研予報）：成層圏天気図

　　　の解析（10）

　梅雨パターソの形成に100mb東シベリヤ高圧部の形

成が不可欠な事が判ったのでその形成過程を調べた．月

初めに満洲方面に50mbに達する著しい谷が現われて，

その前面に著しい暖気の北えの移流が起り，東シベリヤ

地域は対流圏全体に亘って昇温し，温い東シベリヤ高圧

部が形成される．（A型）その後アリューシャソの谷に

よりこの高圧部は切断されて梅雨期間中，安定に維持さ

れる．（B　CD型）そして梅雨末期になって100mb印

度高圧部がこの高圧部を包むようになり，　（E型）夏型

になる．

　102．上井兼文（気象庁予報）：対流圏上部じょう乱の

発生について

　昨年及び今年夏期講演会で対流圏上部（20mb面）に

は顕著なじょう乱（暖い型の気圧の谷）が力学的機構に

よって出現し異常に発達する台風（950mb以下）の発

達と密接に関連する事を示したが今回はそのじょう乱の

発生又は発現についての解析結果を示す．じょう乱は最

初熱帯圏界面に圏界面高度の低い地域（圏界面波動と考

えられる）として出現して，200mb面及び100mb面

に波及するように見え勢力源は熱帯圏界面波動にあるか

のように思われる．200mb，100mb面ではじょう乱の

発生と共に帯状流（偏東風）の変化が示されている．

　105．関岡満（防衛大）：台風と既存の前線との関係

　　　（2）

　千島列島付近で完全に温帯低気圧化した台風Doris

と（1966年）熱帯低気圧のまま次第に衰弱しつつ大陸を

北西進した台風Winnieが日本付近を進行中，ESSA2

による写真は全く異なった雲の分布を示した．この相異

を地表面気圧場の解析により説明した．

　104．上井兼文（気象庁予報）：台風の進行速度1（綜

　　　観的，統計的にみた台風の生涯∬）

　春季大会で最近20年ないし10年間の台風について基礎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ的統計結果（発生，発達，進行）にっいて述べたが，今

回は台風の進行速度について述べたい．台風の中心移動

については，場の風によって流されると云う考え方が支

配的であるが，移動理論と実際の移動についての検証を

行ったものは余り見られないので，今回は1960年の各台

風にっいて台風の移動を起すと考えられる台風の中心上

層風の推定と，実際の移動速度との比較及び移動理論を

簡単化して，台風中心上層の風が移動速度と平均的には

等しい事を示す．

　105，飯田睦治郎，石川正勝（気研予報）：冬季におけ

　　　るClearairturbulenceについて
　Clear　air　turbulenceが発生したある特定日の種々の

気象素要の機構を明らかにすると共に，1965，1966，

1967年の冬季，主に関東地方におこったClear　air

turbulenceと各気象要素との関連を調査した結果を報

告する．

第1会場　第1日（21日）13時～17時

　106．鈴木栄一（気研予報）：統計予報における数量化

　　　と予報調整について

　雨や雪の統計予報で無降雨，無降雪の取扱いと予報

値，実測値の調整が問題とされている．ここでは回帰予報

での予報対象数量化方式と予報調整にっいて報告する．

　結果を要約すると一応次のごとくなる．

　1．予報因子1コのとき，相関係数または相関比を最

大にするよう，無降雨（雪）に数量（負）を賦与する．

　2．予報因子2コ以上のとき，因子の直交変換をして

から，相関係数の2乗和を最大にする数量化を行なう．

　3．回帰予報では予報値そのものでなく，　〔予報値一
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（1一重相関）×実測平均〕／（重相関）を利用する．

　107．菊地原英和（気象庁統計）：線形領域の再現期問

の理論とその計算第2報，計算の実施と検討（東北本線

の大雨に対する適用）

　第1報では鉄道や道路など，線形領域上の少なくとも

1地点で異常値が現われる時間々隔の期待値を，その線

形領域についての再現期間と定義し，二，三の前提条件

のもとでこれを推算する式を導き，その性質を理論的に

考察した．今回はこの理論を東北本線の大雨に適用した

計算を示し，その結果を，大雨の等雨量線図から求めた

頻度や大雨領域の大きさと比較検討した．その結果，第

、天気”・15．9．



1報の理論的考察が正しいことを確かめたが，再現期間

の推算値は，式の前提条件が成立する大きな再現期間の

場合に，実際とよく一致することを知った．

　108．安田清美（名古屋地気）：集中豪雨の総観および

レーダー解析

　1961年10月12日，愛知県東三河地方に発生した集中豪

雨の解析結果について報告する．豪雨はthermal　differ－

ential　advectionの大きい地域に起った．豪雨を降らせ

たエコーの本体は熊野灘から北上してきたが，このエコ

ーの急激な強まりは北寄り地上風のエコー域への侵入時

期と一致する．地上風およびエコーセルの移動から求め

た発散量とエコー量および雨量強度とは必ずしも一一致し

ない．エコー強度，エコー頂高度と雨量強度との対応や

CAPPI解析の結果も示す．ゾγデ観測やRHI観測か

ら対流雲の鉛直構造を明らかにする．

　109．荻本　洋（京大理）中島暢太郎・後町幸雄（京

　　　大防災研）：昭和43年7月2日の淀川沿いの降雨

　　　について

　昭和43年7月2日西日本にかなりの降雨があった．特

に淀川沿いに150～200mm程度の降雨が集中し，1時

間最大雨量は45mm程度であったが，この強雨は西南

西の気流のもとに西南西から東北東にのびる降雨帯で起

った．この間のある部分に10分程度の周期の変動が降雨

と風にみられた．これは降雨セルの通過に対応して起っ

ているものと考えられる．またレーダー観測によれば強

雨帯が南北に小さく振動するのがみられた．この地域で

は高密度で雨量観測がなされているのでその他の気象資

料と合わせて詳細な降雨分布とその変化について解析し

た結果を報告する．

　110．竹内衛夫（気研予報）：梅雨未期集中豪雨の綜観

　　　解析（第1報）

　主として，昭和42年8月26日一29日に亘る，羽越豪雨

の解析を行い，特に

　（1）湿舌の力学的構造

　（2）附随した低気圧の低気圧形成及び構造

について調べ，集中豪雨における綜観規模擾乱の役割に

ついて論ずる．

　111．松本誠一・秋山孝子（気研予報）　昭和42年7月

　　　豪雨の中規模解析

　九州から中部地方にかけて各地に大きな災害をもたら

した豪雨は，幾群かの移動性降水域より成立っている．

気圧変動には，中規模擾乱に特有の1．5～2時間程度の

週期が卓越し，これに伴って10－4secd程度の収束域が
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解析される．

　112．李　柾雨（北大理）：レーダー写真のステレオ解

　　　析法による降雪エコーの移動速度の微細解析

　気象レーダーの2枚のPPI連続写真を実体視すれば

不動のグラウソドエコーに対して，動く降雪エコーはそ

れ自身の速度に比例して高く見える．この高さは精密に

はかる事が出来るので，従ってエコーの速度もはかれ

る．この様にして求めた降雪レーダエコーの幾つかの解

析例について報告する．この方法の特徴としてはグラウ

ソドエコーと降雪エコーとの分離が容易であり，2枚の

連続写真撮影時間間隔を短かくする事が出来るのでエコ

ーのより細部までの動きがわかり従ってエコー内の速度

分布まで求める事が出来る．

　115．木村忠志（雪害研）：雲列内外のUDゾンデ観

　　　測例

　1965年2月6日北海道祝津より放球したUDゾソデ

は，上昇時に一つの雲列内を通過し，下降時には並行し

た他の雲列の近くをかすめた．このときのUDゾソデ

の測定結果は，雲列の上隅が雲列によって作られた逆転

層で押えられていたことを示し，また，雲列内に顕著な

上昇気流が認められた．UDゾソデの温度測定値に対す

る遅れ時間補正および上昇速度の検出限界とあわせて報

告する．

　114．木村忠志（雪害研）：里雪時の雲頂上逆転層低限

　　　高度の分布

　1963年1月より1965年2月までの期間内に得られた冬

期石狩平野におけるUDゾンデ観測資料より，一様な

雪雲が平野全体をおおって里雪型の降雪がっづいている

場合に，雲頂を押える逆転層および安定層の下限高度

が，風下側ほど低下する傾向が認められたので報告す
る．

　115．古川武彦（気研台風）：山越気流（2）　（a）佐渡

　　　島の風下域で見出されたバンド状雲について

　　　（b）広戸風について

　（a）昨年の夏季講演会で飛行機による雲写真を解析

し，10数kmの間隔を有するバソド状雲は，対流性の

ものと佐渡島による1ee・waveとの相互作用であること

を示唆した．今回ゾソデの資料を用いて，1ee－waveの

発生条件を吟味した．3層モデルによると10数kmの波

長を持っ1ee－waveの存在が期待された．

　（b）広戸風の強風域は，山の中腹から山ろく，より

風下とケース・バイ・ケースである。又山頂よりも山ろ

くの方が風が強い場合もある．ひとっの可能性として，

浅水方程式系を予備的に適用した．
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　　116．塩月善晴（九大農）：山火事による積雲発生につ

　　　　　いて

　　1967年9月18日午后，山口県防府市西目山（312m）

　で火事が起こり，これに伴って積雲が発生した．折よく

　・一部を写真撮影することが出来たので解析を試みた．積

　雲を構成するサーマルの寿命はせいぜい5～6分でこれ

’　は自然のものの約半分であり，雲頂が高々2εCOm位な

　のは，共に700mbの乾燥空気層（相対湿度8％）のた

　めであると思われる．雲底の方は，エマグラム（福岡）

　のものとほぽ一致し，2030mであった．他にサーマル

　理論に基いた解析を併せ報告する．

　　117．水越允治（三重大教育）：東海地方における日最

　　　　　高気温の地域分布

　　愛知・岐阜・三重の三県の範囲について，1966年7，

　　8月の62日間の区内観測所の資料により，日最高温気の

　地域分布特性を検討した．おのおのの日を浜松ほか2点

　　の900mb面の風向・風速，名古屋ほか2点の日照時数

　　をもとに，16の天気型に分類し，それぞれの天気型に含

まれる日の最高気温の地点別平均値と全期間の平均値と

の比較によって，天気型ごとの分布の地域的特性を明ら

かにしようとした．その結果，天気型により気温の地域

分布にはかなり顕著な差が認められたので，現在まとま

った点を報告する．

　118．河村　武（東京管区）：大都市の気温分布とその

　　　変動（2）

　前報で東京・大阪など大都市の最近の気温変動につい

て概観したが，今回は，大都市およびその周辺域での気

温変動の地域性と都市域の変化，気温分布と天気・その

他の気象要素との関係など都市気候の局地気象的特性を

明らかにした．

　その主要な結果は，新たに都市化された新市街地の気

温，とくに冬の最低気温の上昇が著しいこと，雨天以外

の天気のときの都市内外の気温差が大きくなっているこ

と，日最高気温の上昇はむしろ近年抑制される傾向が著

しいこと等が明らかになった．

第1会場　第2日（22日）9時～12時

　119．渡辺貫太郎（神戸海洋）：APT写真の地球曲率

　　　による歪とその簡便な光学的修整法

　日々の天気解析に活用されている気象衛星エッサの

APT画像には地球の曲率のためにかなりの歪が入って

いる．まだ，これが修整されないままで使用されている

が，できるだけ簡便な方法で，できるだけ少ない手数で

これが行えるならば，天気解析にも，また気象学的研究

にも有用であろう．その方法の1つとして，1コのカメ

ラと別の1コの単レンズを用いて，わずか1回の操作で

行なえる光学的修整法について報告する．

　120．藤田哲也（シカゴ大），土屋　清（気象庁予報）

　　　落合弘明（鳥羽商船）：名古屋および伊勢湾周

　　　辺の放射温度解析（8ミリ）

　バーンズ社製赤外線放射温度計PRT－4およびPRT

－5を使用して真夏の名古屋および伊勢湾周辺の表面温

度を測定した．測定方法は赤外線放射温度計を航空機に

塔載し，センサーを地表面に垂直に向けて飛行し乍ら表

面温度を記録計に収めるもので，海に流入する陸水（河

川）の影響，コンビナート周辺の表面温度と隣接する市

街地の表面温度の比較，潮目付近の表面温度の変化など

いくつかの興味ある結果が得られたので報告する．

　121．荒井　康（気研予報）：長波の季節変動（第4報）
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　南半球の各緯度における月平均500MB高度を調和

分析し，その振幅と位相角の季節変動を調べた．またす

でに報告した北半球の場合と比較し，両半球における季

節変動の違いについて報告する．

　122．奥田　穣（気研台風）：日本における大雨の気候

　　　学的特性（n）

　まず，降水密度が大雨日数の地域分布に対する良い指

標となりうることを理論的に明らかにし，（2）日雨量階

級別度数分布の大雨気候区による違いを示し，（3）日雨

量階級別度数分布が安定した分布曲線に達するに必要な

統計期間を検討した．

　（4）さらに，大雨目数が東西両日本において著しい差

のあった，昭和29年と昭和33年の6，7月について，極

東における循環系の違いから吟味した結果を報告する．

　123．広瀬元孝・矢島栄三（気研予報）：西日本の「干

　　　ばつ」について

　無降水が30日もつづけば，もちろん干ばつであるが，

この外，降水回数は適当にあっても全体として長期間の

総降水量が少ない場合も，干ばつといってよい．

　何れにしても干ばつは，1か月あるいはそれ以上の長

期間に亘る現象であるから，日日の天気図よりも，かえ

、天気”15．9．
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って平均天気図などで，その性質，機構が明らかにされ

る筈で，これらを約80年間の日本の気候値，一最近21年間

の北半球500mb天気図などを使って調査した．

　124・加藤久雄（名古屋地気）：月平均の緯度平均500

　　　mb高度・帯状示数および日本の気温について

　筆者は長期予報のための基礎的情報を得るために，月

平均場と天候の関係を種々の面から調査している．

　今回は，（1）各月ごとに，北半球平均および各オクタ

ント平均の緯度平均高度と帯状示数との相互関係および

それらと日本の気温との関係を相関場解析によって明ら

かにし，（2）各緯度平均高度および帯状示数が顕著な正

または負偏差になった場合の500mb高度場の特徴を合

成図によって明らかにし，さらに（3）これら顕著な正ま

たは負偏差の場合の前後の場の変化の特徴を合成図によ

って明らかにした．

　125・吉野正敏（法政大地理）：夏型気圧配置の出現頻

　　　度・その異常と気温分布

　まず夏型気圧配置の出現状態について1907～1966年の

60年分について調査した，年平均で約25日，出現確率は

7月15日から急増し，7月26～29目ごろ極大となる．8

月4～6日は中休みとなり，8月8～13日ごろまた極大

となる．60年間の長期変動は明確でない．次に500mb

等圧面高度・海面気圧・気温のそれぞれ偏差図の合成図

を，夏型・不連続線型・台風型について作った．その結

果，例えば，典型的な夏型の場合，気温の偏差図の正偏

差域と500mb高度の正偏差域とは，日本付近では完全

に一致する．その他，帯状示数・シックネスを調査し

た．

　126．吉野正敏（法政大地理）：冬型気圧配置の出現頻

　　　度とその特性

　1907～1967年の60冬の毎日の天気図から出現頻度の統

計を行った．年平均で49．5日，最少年33日，最多年で67

日出現する．1月21～25日の半旬は50％以上の出現率と

なり，2月5～9日の半旬は前後の半旬に比較してめだ

って出現しにくい．500mb面の特性としては，冬型が

卓越する季節は，谷が160～170。wで消え，別の谷が

130。Eから140。Eに移った半旬に始まる．終るのは

30。N～50。Nの高度差の大きい値が160。Eに現われた

ときである．また，500mb面，50。Nの東アジアの平

均帯状示数は，冬型卓越半旬では小さい．’

　127・荒川秀俊（東海大理）：東京の都市化と湿度・温

　　　度の変り

　東京の都市化が進むにつれ，湿度はへり，温度はのぼ

っている．ところが，大東亜戦争中に，都市化は逆行し

たため，湿度はまし，温度は低くなった．しかし戦後に

なり，ふたたび湿度は急減し，温度は急昇してきてい

る．これはまた，大気汚染，水質汚濁の問題とも関連し

ているようである．

　128．真鍋大覚・川勝紀美子（九大工）：第四紀におけ

　　　る地層の更新から推定される：大風雨の到来周期

　過去の気候の長周期変動は，樹木の年輪を以て定量的

に類推できる．又最高樹令が約2000年に達するところか

ら本邦有史以来の文献，口碑と対応させる事も可能であ

る．未曽有の大暴風雨によって河道が移り，大量の土砂

が堆積すると新しい地層が形成されるから，特に水平な

層位が地穀変動を受けずに維持されている第四紀層には

來雑物の動植物遺体のCarbon　Datingによる年代決定

が可能であることによって，この種の研究には好個の資

料を提供することになる．年輪と地層の両方面からスペ

クトル解析によって得られる卓越周期はよい対応性が認

められる．

第1会場　第3日（23日）9時～12時

　129．石井哲雄（東北大理）：上層大気の帯状風速の日

　　　変化

　上層大気，200km以上の領域では，空気が大変稀薄で

あるが，太陽の放射の吸収放出のため温度の日変化が極

めて大きく，そのため圧力，密度の日変化が非常に大き

くなり，その結果として生ずる風速が速く，その目変化

も特徴的である．しかもF2層といわれる電離層に属する

ため電磁気的な効果を考慮に入れて運動方程式を解き東

西方向の日変化を十日間程平均すると秒速80m程度の東

1968年9月

向きの風が卓越していることが出てきた．この値は人工

衛星の観測で得られた秒速100mの東向きの風速と近似

的に一致する．

　130．新田　京力（東大理）：赤道対流圏下部の擾乱の解

　　　析

　前回（1968．春季学会）では，1962年4月～7月の熱

帯太平洋の風のスペクトル解析を行い，対流圏下層に

は，偏東風波動によると思われる4日周期の擾乱が存在

すること，そしてその振巾分布，水平スケールの解析を
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報告した．今回は，この擾乱の垂直軸の傾さ，地上天気

の解析，温度のスペクトル解析を報告する．擾乱の軸は

東に傾いてるが東から西に伝播するに従い，徐々に軸が

立ってくる．擾乱と地上天気，温度との対応について

は，東太平洋でははっぎりしないが，西太平洋ではよい

対応がある．

　131．柳井迫雄，林　良一（東大理）：赤道上空の大規

　　　模擾乱とエネルギー垂直輸送

　1962年の特別観測のデータを用い，赤道太平洋上対流

圏上部から成層圏下部にかけて見出された大規模な擾乱

の構造を，スペクトルおよびシノプティック解析により

詳細に調べた．特にこの擾乱による対流圏から成層圏へ

のエネルギー垂直輸送量を風と温度の相関および風のス

ペクトルと擾乱の軸の傾きから計算した．特に注目すべ

き結果はVのスペクトルは赤道上で最大になるのに対

し，UとTは南北50あたりで最大になる事．エネルギー

輸送は100mbで上向きである事等である．

　132．丸山健人（東京学芸大）：赤道成層圏下部にみだ

　　　された大規模東進波動一Kelvin波かもしれな

　　　い一

　赤道にごく近いCanton　Island（SO2。461，W171。43ノ）

の風の東西成分と温度のデータをしらべたところ，西風

の強まりつつある1959年7月から10月にかけて50mb

において周期約10日の擾乱がみいだされた．この擾乱は

西風運動量の上方輸送に寄与しているものとおもわれる

（既報）．

　さらに西太平洋地域のデータと比較してみると，この

擾乱は2，000km／日くらいの速さで東進する大規模な波

動をなしているようにみえる．風の南北成分にはこれに

対応する変動がみられないので，あるいはKelvin波か

もしれない．

　155．廣田　勇，佐藤康雄（東大理）：成層圏突然昇温

　　　時期に於ける帯状流の変動

　成層圏突然昇温現象に関しては，高層天気図による総

観的記述のほか特定の緯度に沿って見た帯状流の高度分

布や擾乱の垂直構造の解析等が既にあるが，ここでは

1963年1月から2月にかけて，平均帯状流の子午面内の

分布とその時間的変動を解析し，一方高度場のフーリエ

解析により波数1～3の擾乱の振幅及び位相に関する子

午面内の分布を求めてその両者の関係を議論する．先に

著者の一人（Hirota三1967）により示された昇温時の温

度変化位相の上方伝播とそれに続く擾乱の発達・西進に

ついても，帯状流の時間的変動との関連を考察する．
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　134．川平浩二（京大理）：上部成層圏における温度お

　　　よび循環の半球的分布の一推定法（その2）

　上部成層圏の温度および循環の半球的分布をプラネタ

リー波の垂直伝播理論に基づき，ロケット観測値を用い

て，逐次近似的に推定する方法を前回提示した．

　その方法では，擾乱の南北方向の分布を与える量と位

相速度は，高度変化しないと仮定したが，これを検討す

るために，1965年，1966年冬季の，10mb，5mb面以下

の各高度について，それらの量を北半球天気図より求め

た結果を述べる．更に，1966年冬期の上部成層圏変動量

の推定値とρケット観測値を比較検討する．

　155．久保田効（気象庁長期）：気圏と地・水圏におけ

　　　る熱収支式の解

　鉛直積分された気圏，岩石圏および水圏の熱エネルギ

ー収支式が500mb気温丁（τ，ψ，λ），地表面温度丁＊（τ，ψ，

λ）および大気外日射量R。（τ，ψ）の関数として記述さ

れる．各月の気候値を北半球について解析した結果（凝

結熱）一（気圏の熱エネルギー水平発散量）＝const．と

する．気圏と岩石圏の収支式から，T＊，TをR。の関数と

して解くと両圏の熱エネルギー貯蔵の時間変化は0なの

で，T＊，T，Roの季節変化に時間位相差は生じない．

気圏と水圏の収支式から，T＊，Tを解くと水圏の熱エ

ネルギー時間変化は0でないので，季節変化において

T＊はR。より約80日の位相遅れをひきおこす．

　136．片山　昭（気研予報）：大気中の物理過程のパラ

　　　メタ化の問題（1）境界層の輸送係数の表現に

　　　ついて

　大規模な気象現象の数値実験を行う際，対象とする現

象のスケール以下の諸過程は何等かのパラメタ化を行い

導入する必要がある．最初に乱流境界層を通じての大気

と地球表面間の物理量の交換量を求めるための方式につ

いてのべる．強制対流（KEYPSの式）自由対流に対す

る理論にもとずき，種々の場合について数値計算を行

い，これらに最もよく合うと思われる一つの半経験式

をBulk形式で導く事を試みた．自由対流の効果を陽に

含む簡単な表現式として，数値実験に用いるのに妥当な

ものと思われる．

　137．片山　昭（気研予報）：大気中の物理過程のパラ

　　　メタ化の問題（II）赤外放射の取扱い

　大気現象の数値実験に放射効果を導入しようとする

時，たとえ力学モデルが垂直方向に2層，3層の如く粗

くしか分割されていなくとも，赤外放射の計算を普通の

方法で行うには，100MB以下のうすい層に分割して遂

、天気”15．9．
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行することが要求され，それに要する計算機時間は膨大

となる．これをさけるため，モデル大気の放射計算結果

に基いて，厚い層の平均透過関数を，水蒸気量，温度と

湿度の逓減率などでパラメタ表現をする事を試みた結果

↓こつきのべる．

　158・片山　昭（気研予報）：大気中の物理過程のパラ

　　　メタ化の問題（皿）日射の取扱い

　大気中での日射の振舞いは非常に複雑で，それをその

まま力学モデルに導入する事は困難であり，また現実的

でない．しかし，後述の二つの概念を用うる事により，

計算は簡単化され，力学モデルの要求する，大気中での

目射の吸収，地表面日射量及びPlanetary　albedoが妥

当な精度で求められる．ただし，ここでは塵埃の効果は

無視した．二つの概念とは：1）入射日射量を0．9μを境

として二つに分け，短波長域を被：Rayleigh散乱域，長

波長側を被水蒸気吸収域とする．2）雲層を一つの仮想的

な水蒸気層でおきかえる．

　159・瓜生道也（九大理）：回転流体の不安定性

　垂直Shearをもち，上下をR．igid　Boundaryで押え

られ，回転しているBoussinesq流体（Eadyのモデル）

の流れの中の不安定性をしらべた．

　地衡風近似，Hydrostatic近似をやめ，線型化された

方程式を，数値的に解くことにより，非地衡風の効果お

よびNon－Hydrostaticの効果が，Eadyのcriterionに

どんな影響を及ぼすかは，あるいはEady型不安定よ

り，もっと小規模の不安定があるかどうかしらべてみ

た．

第1会場　第3日（25日）13時～17時

　140．柳井迫雄，時岡達志（東大理）：円形渦の慣性不

　　　　安定II

　Bousi陰esq近似での，慣性不安定について述べる．p一

座標の時にくらべて，modeの選択性が少し異ってく

る．前回と同様に，順圧の場合，及び傾圧の場合の慣性

不安定についての数値計算例を示し，擾乱の様子を調べ

る．数値計算は，差分形で運動量，及びエネルギーが保

存する方法で行ったので，内部でのエネルギーの移動に

ついても，詳しく述べる．

　141．吉住頑夫（気研予報）：円形渦内における慣性波

　　　　の安定性

　風速分布に不連続のある円形渦において，その不連続

に帰因する慣性波動について，前々回論じた．今回，連

続な風速分布をもつ円形渦の順圧不安定を調べた結果を

述べる．それに基づき，台風域内で観測される気圧振動

を再考察する．

　142．阿部成雄（防衛大）：気団内における大規模循環

　　　　について

　大気現象を気団前面論的に考えることは我々の解を助

けるが，一方その理論的取扱いを困難にする．熱的にも

力学的にも中立な状態を大気の基本的状態として，これ

を理想的な気団と名づけるならば，現実とこの気団との

差はとりもなおさず熱的，力学的影響によって発生した

ものと考えざるを得ない．

　摂動法による運動方程式の線型化においては一般に擾

・乱の原因について考えないのが普通であるが．上記のよ

うに考えるならば擾乱に物理的意味を与えることが出来

　1968年9月

る．

　145．佐藤隆夫（長崎大）：流体の運動方程式を極座標

　　　　と円筒座標で表わすこと

　座標軸を空間に固定させる場合，地球中心を原点とし

赤道面上に二軸を固定させる場合，地球表面上に固定さ

せる場合につき，流体の運動方程式及び連続の式を紹介

する．

　144・大井正道（大阪教育大）：帯状流地形性擾乱の孤

　　　独波生成について（第2報其1）一力学的相似則

　　　について

　Columnar　Equation　of　Motionでとりあつかえる地

形性擾乱の非定常（定常）かつ柱底面を通じて働く摩擦

力を考慮した場合のデイメンジョンレス化された運動方

程式中に現われるパラメーターRossby数，Froude数，

及び変形されたReynolds数の間の従来いわれたFrou－

de数とReynods数の間の背反的模型化の原理的矛盾

が新しい変形Reynolds数をつかうことと，鉛直方向の

Standard　scaling　heigltとして等質大気の高さ（模型

では水深）を使う（これは柱状運動をすることに帰因す

る）ことが出来ることによって克服されることを示す．

　145。大井正道（大阪教育大）：帯状流地形性擾乱の孤

　　　独波生成について（第2報其2）一回転水槽内模

　　　模型実験（8ミリ）

　第2報其1で結論されたRossby数，Froude数，変

型Reynolds数をprototypeとmodelとで同一にす
る場合のSolitary　wave発生の模様，及定常状態に収

敏の模様の回転水槽内のモデルで行つた実験を，モニタ

ーテレビに写ったものを8ミリ映画にして示す．
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　146．曲田光夫・西田圭子（気研予報）：Small　scale

　　　の山の影響について（地形性乱気流の研究7）

　さきに，富士山にかかる雲の写真を通して，気流の特

性について報告したが，ここでは，富士山程度のscale

の山が気流に及ぼす影響を理論的に見るために，数値実

験を行った．プリミティブ方程式を用い，垂直方向にも

静力学の仮定をせず，完全な式を使った．三次元的には

垂直方向に2層モデルを採用し，風の垂直シアー，垂直

安定度等の影響について調べた．

　147．北出武夫（気研台風）：条件付不安定大気におけ

　　　る対流の特性について

　条件付不安定大気中での対流の特性を調べるために数

値実験を行なった．その結果と線形理論の結果を比較

し，特性量の時間的変化及び初期条件の与え方が特性量

に与える影響について述べる．

　148．八木橋章子・小倉義光（東大海洋研）：定常加熱

　　　によって生じる周期的対流の数値実験

　外的な条件は定常に保たれていても，流体中に非定

常な有限振幅の対流が生ずることについては，Busse

（1966）は解析的に扱い，木村（1967）は室内実験で論

じている．ここでは，流体層の上下水平面を同じ温度に

保ちつつ，中間層を水平方向にも時間的にも一様に加熱

した場合の数値実験を行った．加熱の強さが適当な場合

に，ほぽ周期的な温度変動がみられ，その周期はbubbeI

の発生から消滅までの過程に対応していることが示され

る．

　1佃．近藤洋輝・小倉義光（東大海洋研）：二重成層流

　　　体中の対流運動の線型安定性についてII

　安定な温度成層と，不安定な温度成層とからなる二重

成層の流体中に生ずる対流運動について，前回は安定層

がfree　surfaceをもつ場合について調べた．今回は，

安定層が，rigidをもつ場合について論じて，特に，L

Rinte1（1967）が扱かったものと同じ状況について比較

する．さらに安定層の対流運動が，不安定層中に侵入す

る様子をみる為に，いくつかの場合について，具体的な

数値を与えて解を計算し，運動のpattemを求めた結1

果を報告する．

　150．大河内芳雄（気象庁電計）：プリミティブ方式に

　　　おけるFine　meshのテストについて

　格子間隔，時間間隔の異なる領域を共存させて予報す

る場合，問題は境界から発生する重力波を如何に押さえ

て行くかである．この点に関して，松野はすぐれた時腺

積分法を提出された．これと荒川の開発した計算スキー

ムを用いて簡単なテストを行った．ここで両域の境界を

通して出入りするmass，energy　fluxが連続性を保つ・

ようにし，領域全体でtota1のmass，energyが保存さ

れるように考慮した．その結果かなり明るい見通しが得

られたので，2，3のテスト結果を報告する．

　151．相原正彦（気研予報）：バランスモデルによる大

　　　規模擾乱の変動

　外力の作用をうけた大規模擾乱の変動を，2層バラソ

スモデルで追跡した結果を報告する．

　152．吉住頑夫・松本誠一（気研予報）：5時問々隔の・

　　　高層観測資料による収支解析

　昭和42年1月に行われた北陸搬雪特別観測資料による

熱およびの水蒸気の収支解析を行った．この年は3時間1

々隔の高層観測が行われており，従来行われた6時間々

隔の資料による収支解析と比較することができる．観測

期間中2日間は非常に大きな誤差を生じていることにつ’

き，垂直気流計算法の中に含まれる問題点につき考慮す

る．

　153．藤原滋水（気象庁電計）：客観解析法における航

　　　空機資料の利用について

　航空機の資料は洋上の比較的観測綱の少くない地域に

多いので，できるだけ多く利用したい．観測時刻の補正

と標準気圧面への外挿との手段で，時間差12時間以内の・

風の資料は利用できる．また温度と気圧とが知らされる・

ので，温度の垂直分布を仮定することにより推定高度も

計算することができる．以上の精度とか，効果とかを実1

例で示す．

第2会場　第1日（21日）10時30分～12時

　201．佐野裸，植野泰夫，匹田茂行（名大理）：色素

　　　膜法による塩水溶液霧の粒度測定

　スライドガラス上にマイクロシリンジからクリスタル

バイオレットのアルコール溶液を滴下して色素膜を作

り，これを用いて塩水溶液霧粒子の粒度測定の可能性を
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実験的に追及した．いろいろな塩水溶液霧について拡大

倍率一色素膜上の霧粒子の痕跡直径と実際の霧粒子直径

の比一を測定した結果，拡大倍率は塩水溶液濃度，色素一

アルコール溶液濃度の増加に対して各塩毎に直線的に減i

少し，また塩水溶液のイオン強度と拡大倍率との間に塩1

、天気”15．9．
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の種類，溶液の濃度と無関係に直線関係が成立すること

などが認められた．なお，この測定法の適用限界は0．5μ

（直径）である．

　202．佐野　裸，匹田茂行，植野泰夫（名大理）：食塩

　　　水溶液霧の粒径の測定一その粒度に及ぼす表面

　　　張力の効果

　スライドガラス上にポリビニルアルコール5％，硝酸

銀2％，過酸化水素O．3％の水溶液をコーテイングして

ゲル膜をつくり，こめ膜上に霧粒子を捕集する．食塩水

0，1％の霧の場合には，水銀燈で5分間照射すれば直径

0．3μの粒子まで測定可能である．また拡大率は表面張

加に依存することが認められた．

　表面張力の効果をみるために，食塩水に界面活性剤を

10』4％～1％加えた溶液を0．5気圧で噴射して粒径を測

ったところ，活性剤濃度の増加と共に粒径は減少し臨界

ミセル濃度以上で粒径が一定になることを見出した．

　203．浜　昊一，高木　昇（気研応用）：太郎坊（富士

　　　山）に於ける海塩粒子の測定結果について（成

　　　雨共同研究25）

　過去3ケ年にわたって夏季の富士山で行なわれた成雨

機構の研究の一環として，太郎坊に於て海塩粒子の日変

イヒを調べた．

　測定方法は試薬£im上に10」の空気を1mpactする方

法を用いて，一時間毎に自動的に採集を行ない，日変化

を求めた．これらの変化に対する降水との関係及び雲粒

に含まれる塩分量の測定結果を報告する．

　204．成瀬　弘（気研応用）：等圧法による雲粒中の塩

　　　分量の測定（II）（成雨共同研究17）

　等圧法によって．雲粒残さの質量を求める場合，それを

再現するコントロール液の塩分量に関係し，S＝・108％

の場合，約＋20％の精度で測定出来る事を昨年の学会で

報告した．引き続き，富士山測候所7．8合小屋で採取し

た資料から，雲粒の核の質量と大きさとの関係を求め

た．雲粒直径100μまでについては，直径が大きくなる

と核の質量も大きくなり，50μ内外の大雲粒はsalinity

に換算して10｝129のオーダーであった．

　なお，電子顕微鏡的に核物質の同定も試みたので，合

わせて報告する．

　205．当舎万寿夫（気研台風）：降水特性について

　降水強度の地上観測による時間変化の特徴について，

気象研究所構内のものその他の地域に関するものをあつ

かってみる．読み取りの時間間隔を前回よりも小さくし

たものについても考慮してみた結果をのべてみようとお

もう．

　降水の強度変化でスペクトル分解すると低気圧のもた

らしたものや，地雨性のものでは周波数変化がかなり違

っている。駅雨性のものは降水時間がある程度あるもの

に限定されるので，なるべく引きつづいて降るものだけ

を取りあつかう’

第2会場　第1日（21日）13時一17時

　206．石坂　隆，礒野謙治（名大理）：α，β，7，一Agl上

　　　の氷晶形成

　これまでの報告で，種々の温度に保った雲母膜上に蒸

着して得られたαとβAglの結晶形により，また面

によって氷晶核作用が異る事を示した．今回は更に蒸着

面温度の制御を一層精確に，これまでよりも低温までの

種々の温度に制御し，α，β，7AgIの各々の薄膜を製作

した．この様にして得られたヨウ化銀薄膜上の氷晶の形

成を微分干渉顕微鏡で観察し，ヨウ化銀の結晶構造と核

形成能力との関係を求めた．

　207．高橋忠司，山下　晃（東大・理）：水滴の凍結実

　　　験（II）

　前回は水滴が自由落下する間に凍結する場合，shatte・

ringやcrack・spikeの発生がどの程度おこるかという

ことを観察した．しかしこれらの現象が氷晶の増殖メカ

　1967年9月

ニズムとして意味のあるsplinterの発生とどのような

関係を持つかは明らかではない．この点については野外

実験では難しい点が多いので室内で小さな冷却箱を用い

て実験を行った．併せて水滴の大きさ，凍結温度，冷却

速度の与える影響も調べてみた．

　208・礒野謙治・駒林誠，田中豊顕，岩井邦中（名大

　　　　・理）：冬季の北太平洋地域における氷晶核の物

　　　質について

　本年1月末から3月初旬にかけて，名古屋，フェアパ

ンクス・オリンパス山（シアトル），マウナロア（ハワ

イ）で氷晶核の同時採集を行った．外気を冷却，給湿

し・核上に生じた氷晶をインパクターで電子顕微鏡用グ

リッドに張ったカーボン膜に受けた．名古屋の粒子に比

し，オリンパス山の粒子は小さい，同時にミリポアフィ

ルターで採集した粒子の大多数と上記の氷晶核採集装置
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で捕えた粒子とは異る．太平洋から直接風が吹き，雪で

おおわれたオリンパス山でも土壌起源の鉱物粒子が見出

されたことと氷晶核数の変動の測定結果と合せ核の起源

を論ずる．

　209．駒林　誠，礒野謙治，藤原美幸＊，武田喬男，田

　　　中豊顕（名大理，＊気研）：冬季の北太平洋地域に

　　　おける氷晶核数の変動

　本年の1月下旬から3月上旬にかけて名古屋，ハワ

イ，アラスカ，シアトル郊外の千地点で自然氷晶核の連

続観測を行なった．外気を吸引し，温い槽を通じて氷晶

を除いた後に，低温槽へ導き，氷晶核に氷晶をつくら

せ，その氷晶を炉紙の上へ吸引して採集した．これをあ

とで砂糖溶液法で計数した．

　名古屋の個数は振巾が大ぎく変動しており，アラス

カ，シアトルは名古屋から4ないし5日おくれて核数の

山や谷があらわれており，ハワイは他の3地点と特に関

係がみられない．

　210．牛木久雄，樋ロ敬二（名大理水研）：バローおよ

　　　び太平洋における氷晶核の観測

　文部省海外学術調査，「北極水圏学術調査」の一環と

して，ポイント・バ・一において氷晶核の観測をした．

冷却によって活性化された氷晶核の存在をしらべるため

に，同時に，2ケのミリポア・フルィターで空気を濾

し，片方はO。以下のまま保ち，片方は＋200Cまで温

め，そのあとで，それぞれ，砂糖溶液法によって氷晶核

数を測定し，両者を比較した．その結果，温めると氷晶

化能力を失う自然氷晶核の存在が確かめられた．また，

調査への往路，横浜，サンフランシスコ間の航海中，氷

晶核の洋上観測をしたので，その結果も報告する．

　211．樋ロ敬二．（名大理水研）：バローで観察した氷晶

　　　の特徴

　文部省海外学術調査，「北極水圏学術調査」の一・環と

して，バローにおいて，雪の結晶，氷晶の観測をおこな

った．観察は，顕微鏡写真撮影，レプリカ作製によって

おこない，特に，結晶の結晶軸の方向を知るために，偏

光顕微鏡観察，エッチ・ピットの観察をした．その結

果，すでに，南極やシベリアで報告されている矩形状結

晶は，主軸の方向に板状成長をしたものとみてよいこと

がわかった．また，角柱と角板との組合せである多結晶

の氷晶が多く観察されたので，実験の結果と比較して，

結晶の組合せを検討した．

　212．桜井兼市（北教大旭川分校）：冬霧の氷晶とその

　　　氷晶核の電子顕微鏡観測

　昨年及び今年の冬期間，旭川で一200C以†の気温の条
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件で得られた氷晶について電子顕微鏡で観測を行った．

　旭川では冬期，暖房用に多量の石炭，石油を燃焼させ

る．更に大小の工場からは多くの媒煙を放出している．

核の観測ではカーボンブラックと思われる物質が見出さ

れた．媒煙の日変化をみると09時頃と21時頃に極大があ

る．

　215．山下　晃，高橋忠司，藤木陽一（東大理）：厳寒

　　　期に発生する霧の観測II

　本年1月から2月にかけ，旭川市を中心に冬霧の観測

を実行した．春の学会では観測の方法と観測結果の概要

を紹介したに止ったが，今回は観測結果を更に綿密に紹

介し，地表の霧と上空の雲との対比なども行ってみる．

　214．孫野長治（北大理）：五大湖の雪雲

　1967年11月から2ケ月にわたって米国のエリー湖畔で

降雪の日米共同観測が実施されたが，この期間中にミシ

ガン湖とエリー湖上にかかった列状の雪雲や，降雪雲の

降雪による形の変化を雲底から駒どり映画で撮影した結

果を紹介する．あわせて共同観測の状景も報告する

　215．孫野長治，田沢誠一，重野忠史（北大理）：日本

　　　の臨海降雪と米国の臨湖降雪

　1967年11月から2ケ月にわたって米国のエリー湖畔で

降雪の日米共同観測が実施された．日本海沿岸の降雪と

米国の臨湖降雪の間に類似点が非常に多い．

　1．寒気が暖い水面を通ることにより雲が発生する．

　2．雲頂が低く，雲頂に強い逆転層がある．

　3．雲が列状をなし，降雪域も帯状になる．

　4．雲の温度範囲は一10～一200Cで雪の結晶形も似

　ている．

　主な相異は，日本では海上で降雪が始まっているが，

五大湖では上陸してから雲が発達し雪もふること．

　216．武田京一（九大農）：人工降雨の定量的決定

　従来人工降雨の実験にあたっては，人工氷晶核を空中

に放出した後はいっそく飛びに雨量資料の（統計的）解

析が行なわれ，途中の降雨形成の機構に対する考察はほ

とんど行なわれないのが普通である．それで著者はかつ

て実施した飛行機による沃化銀粒子散布の2実験のレ」

ダー観測の資料を用いて，発生した人工降雨の平均雨滴

の大ぎさ，数，および降雨強度の推定を試みた．当然な

ことではあるが，これらは当時の気象条件に甚だしく左

右されるものであることが示される．

　217．小元敬男（農技研）：寒候期の降ひょうについて

　日本海沿岸地域で観測される降ひょうは，主として寒

候期に発生したものである．寒候期の降ひょうの頻度分

、天気”15．9．
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布や特徴が暖候期のものと著しく異っていることは，お

およそ知られている．しかし寒候期の降ひょうに関する

詳しい調査や研究がないために，発生機構やひょうの物

理的特徴が両者の間でどの様に異なっているかを比較す

る事は困難である．今回は，寒候期における降ひょう例

のメソ解析と，統計的調査の結果を報告する．

第2会場　第2日（22日）9時～12時

　218．青柳二郎，中垣克之（気研台風）：降水雲の垂直

　　　強度について

　3・2cm度レーダを用いてレーダ上を通過する降水雲の

垂直強の観測を行った．この資料を用いて降水雲の垂直

強度分布が宇宙通信において輻射されるマイク・波の

散乱及び減衰に及ぼす効果を各種降水型について調べ

た．

　219．青柳二郎，藤原美幸（気研台風）：降雪積雲中の

　　　　ドップラースペクトラムについて

　昭和43年1月石川県美川付近でドップラーレーダで観

測された降雪積雲中のドップラースペクトラムについて

述べる．

　220．柳沢善次，藤原美幸，神林慶子（気研台風）：北

　　　陸の降雪積雲の観測結果について　（成雨共同研

　　　究）

　北陸地方の積雲からの降雪（あられ）現象をしらべる

ため，成雨機構観測期間中の資料を用い，垂直走査レー

ダによる積雲の構造と運動・ドップラレーダによる積雲

内の垂直流分布・地上における粒子の分布・気象要素

の変化等の解析を行ったのでその結果について報告す

る．

　221．柳沢善次，神林慶子（気研台風）：レーダ観測に

　　　よる積雲対流の日変化について（成雨共同研

　　　究）

　北陸地方における降雪期間中のレーダ資料を用いて，

降雪積雲の垂直構造の日変化をしらべた。その結果，一

般的に夜間に発生する積雲のcoreは中層に分布し，昼

間発生する積雲の場合は比較的下層に分布していること

が多い．このような差は積雲内の対流の強さや粒子の成

長等に関係するものであり，レーダ，その他の資料を用

いて解析を行った．

　222．藤原美幸，柳沢善次，柳瀬利子（気研台風）：

　　　北陸の降雪積雲からの霰の成長（成雨機構共同

　　　研究）

　本年1月22日の比較的弱い積雲からの雪片と霰につい

て地上およびレーダ観測の結果を解析した。　1～2km

位のサイズの上昇気流塊の活動状況とその中における琶

1968年9月

水成長条件にっいて調べる．

　223．深津　林，服部満夫（名古屋地気）：エコー強度

　　　と降水強度の対応について（第2報）

　第1報（レーダ反射因子Zの比較観測）における特定

地点上空のエコー強度はRHIを使って5dB毎にスライ

スした写真観測より内挿により求めた．今回パルスイソ

テグレーターを製作することにより任意特定点上空のエ

コー強度を連続記録することができるようになったの

で，伊良湖測候所・名古屋大学と共同観測を実施し，降

雪及び降雨時について影写真とろ紙にようて雪片と雨滴

を採集した。その結果エコー強度と地上の降水強度に良

い対応が求められたので報告する．

　224．　内藤恵吉，田端　功，横田良夫，高橋克己（気

　　　研測器）：大気によるレーザ光の減衰とスラント

　　　ヴィジビリティの測定

　レーザレーダで大気の立体構造を観測する場合，通常

一定高度角（一定方位角）で行っているが1これには間

題がある。大気による減衰によって，真の構造を示さぬ

ことが多いからである．

　上の事実を明らかにし，これに基づいて光の減衰を求

め，空港で重要なスラソトヴィジビリティの測定が可能

であることを示す．

　また，光減衰に重要な大気微粒子群の分布について，

二三述べる．

　225．土屋　清（気象庁予報）：APT写真解析による冬

　　　の季節風時の日本海の雲分布，降雪量と雲の特

　　　徴

　気象衛星ESSA，NIMBUS　APTの写真の雲分布か

ら求めた（1）冬期日本海上の雲分布の頻度，12）地上気温，

露点，気温露点差，地上風速，500mbの気温をパラメタ

ーとした雲の出来始めの距離を推定する重相関回帰式，

（3）大雪時の雲の外観の特徴，（4似前に筆者の提示した風

速の垂直シアーと雲の形との関係の検討結果などについ

て報告する．

　226．井沢竜夫（気研台風）：エッサおよび静止衛星写

　　　真から決定された雲の速度と実測風との関係

　I　TCの急激な張出しに起因する台風の発生を研究す
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るため，雲の速度がエッサ3号と5号による写真からと

ATS1号による写真のタイム・ラプス映画から計算さ

れた．エッサ3号と5号の撮影時刻には約2時間の差が

あるのでこれから求めた雲の速度は約2時間の平均速度

を表はし，連続する5枚のATS写真のタィム・ラプス

映画から求めた雲の速度に対応する．太平洋地域の高層

観測資料との比較から，上層雲の速度は200mbの風に対

応し，一方下層雲の速度は約850mbの風に対応している

ことが分った．

　227．山崎　武，孫野長治（北大理）：列状雲のモデル

　　　実験その3

　19δ4年春，1965年秋の大会でドライアイス霧による列

状雲の模型実験の結果を報告したが，今回は，特に，地

形による影響，たとえば，季節風時に北海道と青森県の

間にできる長大な雪雲や，孤立峰の風下にできる長い雲

の再現を行った．

　228．朴　公三（U．S．第20気象隊）：極東に於ける気

　　　象衛星赤外輻射の綜観的応用

　数値予報に必要な等高線や気温，風等の資料は，衛星

の雲写真からは直接得られないので，衛星で観測した赤

外輻射特に，8～12μの資料を使って，綜観的応用の評

価を行った．快晴時の，この輻射の相当黒体温度から，

雲の高さに例する関数を求め，この関数と雲の高度及び

分布と関係の深い上昇気流及びこれに関連のある諸要素

と比較し，相関を求めた。尚，平均気温からの偏差は天

気変化に原因し，天気変化に比例して輻射温度も変化す

るので，輻射温度と平均気温との偏差は，雲の分布や上

昇気流と密接な関係があり，予報に役立つ．

第2会場　第3日（23日）9時～12時

　229．仲本賢次，上代英一，伊東隆哉（気研測器），

　　　水野長輝（福井地気）：可聴音波による平均温

　　　度，風速の測定実験

　館野の高層気象台構内で，音響周波数，2kc，1．11kc

のパルス信号の伝播速度を利用して地上約2．5m．スパ

ソ550mの平均温度および300mの特定基準線に対する

平均風速の測定実験を行った．それらの観測結果と音波

伝播路の代表地点数個所に配置したサーミスター温度計

の平均値との比較から可聴音波装置の設計の際考慮でぎ

なかった補正量の実験式を求めてみた．また音響風速計

と三杯風速計からの風速との比較も行った。

　230．木村竜治，三沢信彦（東大海洋研）：赤外線放射

　　　温度計による海水表面温度の測定について　（2

　　　報）（8ミリ映画）

　今年の5月，科学技術庁防災セソター平塚支所の波浪

観測塔において赤外線放射温度計（IR．T），サーミスタ

ー温度計及びバケツ採水法による海水表面温度の比観測

を行った．サーミスター温度計のデータはパケツ法の内

挿として用い，1時間毎に読み取った値について以下の

結果を得た．1）平均表面温度は誤差の範囲内で一致す

る．2）測定値の差は1。以内のゆらぎを示す。3）この

ゆらぎには規則的な日変化はない。

　次にこのゆらぎと，海面水温の垂直温度傾度，気温と

水温の差，波高，海面付近の風速との関係を調べる．

　251．荒井哲男（気象大）：温度計感部に対する放射と

　　　対流による熱伝達について
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　風胴中で棒状温度計の冷却曲線を測定して，レイノル

ブ数とヌセルト数の関係についてはさきに示したが，今

回は更に広範囲の曲線を求めるために直径の異る試験管

に水銀を封入したもの．金属製円筒に水を入れたもの，

更にサーミスターおよび熱電対によって実験した結果

を，MC・Adamsの対流熱伝達の曲線と比較した結果，

熱放射の影響による勾配の相違が明らかになった。これ

により温度計感部に対する放射と対流の熱伝達の割合に

ついて考究した．

　232．高橋延男（気研測器）：低風速用に適した風杯の

　　　大きさについての基礎実験

　微風速計として使われている風杯の大きさは，多種類

のものが市販されている．果して，その大きさが低風速

用に適しているかが間題になってきたので，製作が簡単

な各種半円筒風杯を用いて基礎実験を行なった．これを

基にして半球形，円錐形の風杯および摩擦係数の小さい

微風速計を試作し風どう実験を行った．その構造と特性

について報告しておく．

　255・常岡伸祐，溝ロ民生（気研測器）：塩化リチウム

　　　露点計小型感部の試作について

　塩化リチウム露点計は従来から遅れのおおきい事が欠

点とされ，したがってその用途も制限されて来た．われ

われはその解決策として感部の小型化を考え，従来の大

きさ1／35の直径4mm，長さ約15mm，の感部を試作し

適性電力の決定，従来の感部との間の遅れの相違，感部

の寿命等について実験を行った．その結果始動時におけ

、天気”15．9．
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る安定に達する迄の時間の短縮，電力が小さくなったの

で周囲えの影響度が少くなった等の改良点はみられたが

初期の目的であった遅れの間題については感部の小型化

だけでは著しい改善策とならない事が判った．

　234．高橋克己（気研測器）：塩化リチウム露点計

　　　（Dewcel）の構造上の問題

　塩化リチウム露点計（Dewce1）はすでに知られてい

る様に，Lic1蒸気圧とその時の水蒸気圧との平衡を保

たしめる様な状態を作り，その時のLiCl溶液の湿度測

定から現在の露点温度を推測するものであるが，実際に

使用されているものは，金属筒の中に埋め込んである測

温体で温度を測定する様になっている．これをグラスフ

ァイバーの中にもぐりこませた測温体で測温した結果か

ら，金属円筒との温度差，通風と消費電力，及びLiCl

の温度等，明らかになった点について報告する．

　235．根本　修（気研応用）酸化アルミ皮膜の感湿特性

　　　について（第3報）

　昨年の秋季大会で，酸化アルミ皮膜の感湿子を作成検

討した結果，速い感湿応答と比較的よい再現性などの長

所を確認したが，履歴誤差，短期の速い経時変化などの

欠点のあることを報告した．今年の春季大会では，温度

依存性は小さいが，経時的に増大すること．経時変化の

原因が，皮膜の収縮によるcrackにあることなどを見

出した．

　今回は，交流法と直流法，素子の大いさ，素材の不純

物などによる感湿特性の相違，吸湿量の変化などについ

て報告する．

　256．正村史朗（名古屋市）：東海道沖（特に遠州灘，

　　　相模湾，房総方面）に大地震発生の可能性につ

　　　いて（III）

　過去2世紀間の超大地震（安政，濃尾，関東，東南海

沖，南海道沖，M7．9～8．4）では，すべて，先ず信濃

越後に広義の前震が起り，ついで九州日向灘に第2次の

前震が発生し，最初の前震から5～7年後の秋頃（8～

1月，特に12月）に本震となる．これはマソトルの流れ

や日本列島の地質構造，太平洋高気圧の消長によると思

われる．北部環太平洋地震帯での大地震発生状況からは

東海道沖（特に遠州灘，相模湾，房総方面）に超大地震

発生の可能性があり，新潟，松代，えびの，日向灘，埼

玉の各地震は安政の大地震や関東大震災直前の段階に対

応する。

　257．神山恵三，根本　修（気研応用）：高分子化合物

　　　の赤外吸収による紫外線の局地的測定

　高分子化合物の赤外線の吸収を測定することによっ

て，紫外線照射量の測定の可能なることを，さきに求め

た．258．7mm～629．8mmの波長範囲にわたり，11区分

して，それぞれの波長範囲において，15hr～100hrにわ

たり照射して，その赤外吸収をもとめた。

　1600cm一・～1800cm一・の範囲の吸収により紫外線量を

求めた。これらより，有効波長範囲が明らかになった．

　これらを用いて，局地的な紫外線量の空間分布を求

め，生気候学的な測定に充分使用でぎる目安が求められ

た．

第2会場　第3日（23日）13時～17時

　238．神山恵三，木藤煕子（気研応用）：気象条件によ

　　　る不感蒸泄

　沃化カリ，及び塩化水銀で処理したいわゆる感湿フィ

ルムを用い，汗にならない前の不感蒸泄量相当量を求

め，これと，皮膚面上における赤外線反射量とを対比さ

せ，各気象条件下における不感蒸泄の変動をしらべた．

　更に，光電式プレチスモグラフを用いて，末梢の血管

反応との関連を求め，不感蒸泄に及ぽす血管運動反射の

影響もみた．

　最大可能蒸発量（皮膚面における飽差に比例）と不感

蒸泄との関連も求めた．

　239．東　修三，松尾律子（京都府大）：不快指数に風

　　　速の効果を導入するための補正式について

1958年9月

　近時夏季の体感温度として愛用されている不快指数は

気温と湿度を総合したもので，夏季の体感を大ぎく左右

する風速の効果を含んでいない．筆者らはこの効果を導

入して不快指数を補正する必要性を感じたので，実効温

度図から風速の効果を求めてこれを算式化するという方

針により補正式を導出した．この補正式とその導出過程

を述べる．

　240．宮内正厚，北村正亟（気研高物）：宇宙線観測か

　　　らみた低気圧の温度変化

　地上におけるμ中間子成分の強度を大型電離函を使っ

て観測し，その温度効果に着目して逆にμ中間子の観測

値から上層の温度変化を知ろうということで，今回は低

気圧の通過に伴う宇宙線の強度の変化に関する解析を中
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心にして上層のゾソデデータの温度変化と宇宙線観測よ

り求めた温度変化を比較してみる．

　241．高橋勘，Robert　Uchida，C．H．Fu皿erton，E．

　　　J．W・rkman（名大理）：ハワイの雲の電気的

　　　性質

　温かい雲からの雨滴にもかなり電荷があり，ほとんど

が正に荷電していること，降水中には空中電場が負にな

ることが前の観測で知られていた．今回はこの矛盾を解

明するため地上でFaradayCageによるイオン測定，空

中電位・降水強度・雨滴電荷・雨滴の大きさの測定を行

うとともに，海上での観測，イオソゾソデ，空中電場ゾ

ンデの飛揚を行ない地上近くの負イオソ層を見出した．

　242．遠藤辰雄，岩淵武士（北大理）：冬霧の電気的性

　　　質（その1）

　冬霧の細氷現象に伴う大気電気現象を観測するため，

今年2月旭川で空中電位その他を観測した．その結果次

のことがみられた．　（1）気温の急変に伴う電位の増加が

ある．これは別の気塊の移流と考えた．　（2）水霧では電

位は正に増加する．これは電気伝導率が低下することま

たは，正の電荷をもつことが考えられる．　（3）霧が氷晶

になると電位が元にもどる．これは水霧がなくなる結果

と負に帯電することが考えられる．　（4）霧が氷晶に変る

と霧頂が上る．　㈲雲がおおい氷晶が降った後晴れると

電位が急増する．これはミラーイメージを説明できた．

　245．遠藤辰雄，重野忠史（北大理）：冬霧の電気的性

　　　質（その2）

　先と同じ時期にヵイツーソをあげ索電流と地上附近の

電位傾度の垂直分布の測定例と地上10m長さ40mのアソ

テナによるアソテナアース電流記録が得られた．

　これによると水霧が地上に有るとき120mの索に流れ

る電流は減少する傾向があり特に負の6×10－6Aとなっ

た例がある．これは水霧が正電荷をもつと考えられる．

アソテナアース電流は10－8Aであった．水霧がアソテナ

にっくとき又その霧が落ちるとぎ電流に微変動があっ

た．霧頂がアンテナに触れるときスクリーニングレイヤ

ーの効果がみられる又カラスによるかく乱がみられた．

　2個．藤原　紘，中島義之，関川俊男（東理大理）：サ

　　　ブミクロン・エーロゾル粒子の荷電の極性によ

　　　る差について

　空気中のエー・ゾル粒子の荷電率及びその平衝にっい

ては既に報告しているが，それら粒子の荷電率を平衝に

する為，Po210のα線を照射して荷電を平衝状態にする

過程において，正負両イオソで必ずしも対称的でない事
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が観測された．その原因について，エエ・ゾル粒子の濃

度小イオソ濃度などと同時測定により調べた結果につい

て報告する．

　245．中谷　茂（電気試験所）：大気イオンと放射性イ

　　　オンの移動度分布の比較測定結果について

　移動度分布の比較測定は，附着過程，凝縮過程を知る

上に重要な事と思われる．今度はほず同程度の分解能を

有する測定器で，単に分布の形のみにとどまらず，極性

の異なるイオソの分布，及び分布の立上りなどを比較し

てみたので，その結果について報告する．

　246．森田恭弘・石川晴治（名大空電研）：イオン密屋

　　　の高度分布に対するサブミクロンエ・一ロゾルの

　　　影響

　大気の電離平衝を仮定し，サブミク・ソエー・ゾルの

垂直分布を考慮した場合にイオソ密度の分布がどのよう

な影響をうけるかについて，エー・ゾルを考えない場合

とについて比較を行った。得られた三次方程式を0～

30kmの高度にっいて解き，正負イォソ密度の高度分布

を求めた．エー・ゾルのイォソに対する附着係数はBび

cardの理論に，又，その他はCole　and　Pierce（1965）

の値を用いた．今回はこの結果について報告する．

　247．川野　実，中山斌義，湊　　進，池辺幸正　（名

　　　大工）：海上における電離平衡（1）

　数回に亘って陸上における電離平衝にっいて述べて来

たが，昨年11月，海上における測定の機会を得たので，

その結果を報告する．海上における観測結果からも，陸

上とほぽ同じ結論が得られた．即ち，イォソ対生成率

をq，小イオソ数n，凝結核数z，付着係数βとすると，

q＝βnzが成立し，βは凝結核の拡散係数Dによって定

まっている．

　248．川野　実，下道国，池辺幸正（名大工）海上に

　　　おける電離平衡（ll）

　昨年度に続いて今年8月に海上観測を行なった。観測

内容は電離平衝に関連する要素であるアルフア線による

イォソ対生成率及び凝結核数である．これらの要素の変

動や輸送について検討を行う．

　249．川野　実，下道　国，池部幸正（名大工）：自然

　　　放射能の気中濃度の測定（II）

　前回は二三の方法によるラドソ濃度測定法及び測定結

果について報告を行なった．今回はト・ソについてその

濃度測定法の検討と，予備測定を行なったので報告す

る．又ラドソ及びト・ソの地上近傍のイオソ対生成率に

対する寄与にっいて検討する．

、天気”1968．9．
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第3会場　第1日（21日）10時30分～12時

　301．今井和彦（原研）：10分間平均風速の長期間頻度

　　　分布

　1時間ごとに測定した平均水平風速について年間の頻

度分布を求めた。これにガソマ分布をあてはめ，その適

合度とパラメタの値を月別，風向別に計算し，平均的気

象状態との関連，低風速値の出現頻度等を述べる．

　502．藤田敏夫・本多庸浩（気研予報）：短時問の蒸発

　　　量の測定

　前回，塩水を使って，充分な精度で蒸発量の測定が出

来ることを予備測測について報告したが，今回は，直径

1m，深さ15cmのプラスチック製の蒸発計を作り，短

時間の蒸発観測を狙って測定を行った。その結果，30分

間の蒸発量も充分よく測定でぎること，容器のちがいに

よる蒸発量の差も0．02～0．03mm以下であることが分っ

た．

　503．藤田敏夫（気研予報）・根本茂（気研測器）：地

　　　面付近の乱れの垂直成分の変動について

　春の大会で，地面付近の風の変動のスペクトルを広い

波長域にわたって比較的よく表現する実験式を提出した

が，不安定の場合に著しい喰い違いが見られた，今回は

w一成分について，高さによる相互依存関係からその構

造を検討し，梢不安定から不安定条件におけるσwを

KEYPS方式で推定した結果，前回よりかなり改善され

たので報告する．

　504．塩谷正雄・黒羽囲夫（日大生産工）：高さ40m

　　　における風速鉛直成分の測定

　鳴門市黒浦海岸に建てた5基の高さ40mの塔のうち

12，35，80mの位置の塔に超音波風速計を取り付け，

風速の水平鉛直成分を測定した．測定記録よりスペクト

ル解析を行った．鉛直成分のパワースペクトルを求め現

存する代表的の表示式との比較をした．また，2点問の

相関を比較すると，鉛直方向は水平方向に比較して小さ

かった．

　305．塩谷正雄・岩谷祥美（日大生産工）：強風におけ

　　　る乱渦の相関（4）

　第3報（昭和42年春季大会）にひきつづぎ，徳島県鳴

門市において得られた強風のデータを用いて，一解析を

行なった結果を報告する．乱れの大ぎさを示すパラメー

ターとして風向直角方向の空間相関関数を用いて，スケ

ールを定義し，その値を決めた．同時にTaylorの仮説

が成り立つものとして風向方向のスケールを求めた．前

者は後者よりかなり小さな値となる．また風向直角方向

の空間相関関数をある波数帯別の変動にっいて求め，波

数別のスケールを求めた．そのスケールは大略その波数

の逆数に比例する．

第3会場　第1日（21日）13時～17時

　306．島貫陸（東北大理）：接地気層における風速と拡

　　　散係数の垂直分布

　いわゆるKEYSPの式は安定の時に観測事実を説明で

きないので，山本と島貫はそれの修正を試みた．その結

果は，全安定度領域において観測とよく一致するが，そ

れから導かれる風速等の分布は高さについて複雑な関係

になっており応用にや・不便である．そこで上記の山

本，島貫の式の近似式として簡単な初等関数による表現

を求めた．安定度の全領域において相対誤差はO．6％以

下である．またこの近似式を用いて電子計算機用の関数

副プ・グラムを作製した．

　307．近藤純正・渡辺英雄（防災セソター平塚）：水面

　　　近くの水温の日変化の数値実験

　水面近くの水温の日変化を，簡単なモデルを用いて，

数値実験して見た．水面での熱収支は，日射，赤外輻

1968年9月

射，顕熱，蒸発を考慮し，又水中に於ては，乱流混合に

よる熱，可視光の吸収熱を計算した，今回のモデルは，

水中の熱拡散係数は一定，又領域は水平に一様，深さは

無限とし，中緯度の春秋分とした．結果として日中，水

面近くで等温に近い層が出来，表面は，そのすぐ下より

低温であった．又熱拡散係数K＝1cm2sec『1の時，表面

の水温の日変化は約1．50Cで，Kニ0・1の時は約3・OoC

であった．

　308．近藤純正・渡部勲（防災セソター平塚）：水温垂

　　　直分布と蒸発の季節変化の推定法

　観測を行なわない水面の水温と蒸発量をもとめること

は，IHDの一事業としても望まれており，また水温成

層の発達，消滅の予測をすることの目的からもこの研究

をはじめた．例として，観測結果がわかっている十和田

湖と野尻湖をえらんで，熱収支の方法で数値計算によっ
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て，水温，蒸発，顕熱，net　radiationをもとめて観測

値と比較したところ，ほず満足できた．なおこの数値計

算では，水中の熱拡散係数は深さと安定度の関数とし，

光の透過に関係する水のにごりの影響も簡単なパラメー

ターで与える事を考慮に入れてある．

　309．近藤純正（防災セソター平塚）：地表面近くの気

　　　温と地温の数値予報（1）

　初期条件の温度分布と，境界条件として日変化のすく

ない高度における風速，気温，湿度，およびその地点の

緯度，地中の熱伝導係数などと太陽の赤緯が与えられ，

さらに，雲の予報が出されている場合に，地表面近くの

風速，気温，湿度および地温を熱収支の式で数値計算に

よって予報する．今回はこの研究の最初の段階として，

ごく地表面に近い層の予報に重点をおくため，下層大気

全層の風速などの分布関数は準定常状態における形を用

いた．Brunt，その他によって解析的にとかれている夜

間冷却の場合も一例として計算し，比較もおこなった．

　310．近藤純正（防災セソター平塚）：地表面近くの気

　　　温と地温の数値予報（II）

　実例として，O’Nei11の1956年7月10～11日と23～26

日をえらび，熱収支の方法を用いて数値計算によって地

表面近くの気温，風速，湿度と地中温度，日射量，Net

Radiation，顕熱，蒸発，地中伝熱量をもとめて，実際

の観測値と比較した．計算は，一次元としたこと，境界

条件を与える高度を100mにとった事などのため，実況

と多少あわないところもあるが，全体としてはほず満足

できる．この計算の副産物として，陸地蒸発を評価する

一方法の糸口がえられた。それは，表面の湿度条件によ

って気温が左右されるからである．

　311．近藤純正・内藤玄一（防災セソター平塚）：種々

　　　の条件のもとでの地温，気温の日変化特性

　地表面近くでの風速，気温，地温の日変化の一般的特

性を知ることが目的である．日変化の少い高度での風

速，気温，湿度及び地中の熱伝導係数，地表面の乾湿，

反射率，Z。，雲量等に種々の数値を与えて，地温分布，

地表面近くでの風速，気温，湿度の日変化の数値実験を

行った．各々の条件を変化させた場合の影響は大体定性

的に予想されたものと一致するが，ある風速以下では地

表面温度の風速による影響はほとんどない．またZ・の

影響は予想以上に大きい．この計算の結果，翌日の最高

気温や最低気温を予報することもできる．

　312．伊藤昭三（気象庁測候），三寺光雄（気研応用

　　　研），志村英洋（気象庁測候）：水蒸気の鉛直分布
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　　　と蒸発について

　すでに前回の報告で，千葉県富津海岸における蒸発実

験の一部を報告したが，今回は特に今迄不確かと云われ

ている水蒸気の鉛直分布について再吟味を行い，非常に

難しいが，どちらかと云えば風速分布とは湿度分布はこ

となることを解析した結果を報告する．

　315．大西外史（東北大理）：粗な地表面上の風速分布

　　　について

　粗な地表面上の風速分布は対いわゆる数則

　　　　　　　　Z十Zo
　　　　U。。」・9－Z。

が成立する．このとぎz。は統計的な意味で定義される・

2次元空間で地表面が規則正しい波状になっているとき

と不規則のときで風速分布がいかに変るかを数値実験に

よって示す．

　314．大西外史（東北理）：海峡を通る風について

　一般に海峡上では陸堆に比して風速が大きい．その原

因は1は地表の高さによる影響，次は粘性係数のちがい

によるもの，その他である．本論文にてはこの2者を考

慮して3次元空間の運動方程式の定常解を数値解として

求め，海峡上にて大きな風速が得られることを示す．

　315．大西外史（東北大理）：エクマン層の生成につい

　　　て
　エクマソ層の生成には粘性係数が大きな役割をしてい

る．もし粘性が分子粘性ならばその層は理論的には1m

前後にすぎない．安定性理論を応用してエクマソの乱流

発生を考えると，分子粘性では数kmにも及ぶような十

分大きな波長の乱れは生じないで，乱流粘性によって始

めてこのような乱れが可能であることをのべる．

　516．横山長之（資源試）：エクマン気層下部における

　　　風の変動値，拡散係数などの分布

　係留気球に取付けた小型パイベーソによって高度500

mまでの気層中における風の微変動の測定を愛知県東

三河，東京都北区など数地域で行なった・観測時間15～

30分の連続記録から変動の2乗平均値とスペクトラムが

求められた．変動値の測定時には風，気温の平均値の鉛

直分布も別に，同時に測定した。これらの測定結果から

得られた乱れの強さ，スペクトラム密度が最大になる波

長，拡散係数などの鉛直分布，および平均値との関係に

ついて報告する．

　517．光田寧（京大防災研）花房竜男・米谷俊彦（京大

　　　理）：航行中の船舶による乱流輸送量の測定

　この研究の目的は集中豪雨特別研究・GARPの一環

として航行中の船舶を利用してturbulent　nuxesを直接

穐天気”15．9．
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測定する方法を確立することにある。船体の影響の小さ

い上部マスト上に3次元超音波風速温度計と熱電対乾湿

計を設置し別に測定した船の進行速度とピッチソグと

か・一リソグの影響を補正して真の風速変動を知り，

turbulent　Huxesを求める方法を開発し，本年7月の九

州西方海域での凌風丸による観測の際に試験観測を行っ

た。その結果にっいて報告する．

第3会場　第2日（22日）9時～12時

　318．竹田　厚（東大海洋研）：乱流輸送測定における

　　　誤差の問題

　境界層中の乱流輸送の測定方法として，変動量の相関

を直接求めるのが原理的に最もexplicitであるが，この

場合測器のわずかな傾きによって測定値に大きな誤差を

生むといわれている．Krausはこのことからレイノル

ズ応力の直接測定は殆んど不可能だとし，・一方Pondは

比較的，楽観的な見方をしている．

　しかしこの問題を更に測器がゆれ動くような場合につ

いて一般的に検討してみた結果，傾角やゆれの速度を連

続的に測れば，データ処理の段階で誤差を無視できる程

度におさえることがでぎる．

　319．本間端雄，星沢欣二，千秋鋭夫，鈴木正勝，四

　　　方浩実（電中研）：規模の拡散と模型による風洞

　　　実験の相似

　実規模の拡散現象と風洞による模型実験の相似性を調

べるため，流線実験と拡散実験を行った．（1）流線実験：

実発電所建物の気流に対する影響を調べるため，その周

辺の地表の風向，風速分布の実測値と縮率1／250の模型

による風洞実験値と比較した結果，両者がよく相似し

た．（2）拡散実験：実煙源としてヘリコプタよりトレーサ

物質を放出し，これの地表における1時間濃度を測定し

た．風洞実験では1時間濃度分布を推定するため煙源を

中心とした半径方向1／3500，円周方向1／15650の縮率の

変形模型による拡散実験を行い満足のゆく結果を得た．

　320．石嶺　剛（電波研）：Thermosphere下部の乱

　　　流について

　Thermosphere下部（80～110km）の乱流は次の二

点で興味深い．すなわちこの乱流は温度が高度とともに

増大する自由大気中で発生し，しかも110kmあたりで突

如消滅することは注目すべき現象である．この特異な乱

流の発生維持と急消滅間題を議論し，前者は下層大気中

にエネルギー源をもつ内部重力波によることを示し，後

者については110km以高では大気の動粘性が大きいた

め，inertial　subrangeは存在できず，重畳された擾乱

エネルギーは乱流エネルギーの形態をとらずにただちに

1968年9月

熱エネルギーヘ変ることを示唆する．

52唾．福岡義隆（千葉県公害研究所）：非汚染源風向時

　　　の高濃度発生について

　千葉県市原地域について，汚染源が存在していない方

向からの風が卓越しているとき，SO2濃度が高くなる

事例を調べ，その原因とメカニズムを流線解析やエマグ

ラム等により検討した．その結果，発生の季節変化は季

節風に関係してくる汚染源風向時の高濃度発生と同じよ

うな傾向を示し，本研究で取扱った三つのケースについ

ても初期の流線主軸は一般流とほぼ一致している．従っ

て一応，メカニズムとしては水平輸送（高低気圧的循

環）が垂直輸送（海陸風的循環）による逆流現象が考え

られる．風の息や弱風時の不規則な風向変化も・一因とし

てあげられる．

　322．岩本智之，水問満郎，佐野治彦（京大原子炉）

　　　：京大原子炉排気塔の有効高さ

　煙の上昇の測定には写真撮影法が適当であり，なかで

もHALITsKY（1960）のように一点カメラによる方法が

よく知られている．しかし煙の軸の水平方向は数分の間

にも大きく変動するものであり，このための誤差は無視

できない．著者らはこの欠陥を補うため，横方向と同時

に排気口の直下から魚眼レソズを用いて撮影し，各瞬間

の水平角を決定することにした．この方法により，京大

原子炉の排気塔の有効高さを測定したので報告する．

　523．：大田正次，伊藤朋之（気研物理）：鈴鹿山脈の山

　　　越え気流の研究（地形性乱気流の研究㈲）

　本年2月鈴鹿山脈の周辺でスーパープレッシヤー気球

と航空機による山越え気流の観測を行ない．一方レーウ

ィソゾソデ等による気象観測を行なった．スーパープレ

ッシャー気球については7例の結果を得た．気球の経路

は気球の運動方程式を用いて修正し，なるべく真の空気

の動きをつかむよう努めた．このようにして求めた山越

え気流について，流線，振動の周期，波長，鉛直速度成

分を求め，それらと地形との関係，大気の安定度，風速

のシャーとの関係等をしらべた．

　324．相馬清二，江ロ　博（気研物理）：山越え気流の
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　　　気温の観測について（地形性乱気流の研究（7））

　43年2月下旬，航空技術研究所と共同で，鈴鹿山脈を

対象に山越え気流の観測を行なった．その際に同所の航

空機によって13種類に亘る加速度，風速等の諸要素の観

測を行なったが，ここでは，その一つの気温の測定につ

いて報告したい。その測定によれば，山脈の風下では地

形性の気流変化は激しいが，それにともなって気温変動

も大きな値を示している．

　525．矢野　直（気研応用），朝来野国彦（都立アイソ

　　　　トープ研）：Rnとその壊変生成物による接地交

　　　換層の研究

　接地交換層におけるエマネーショソの垂直分布を，

Shvets－Yudin　made1を使って考案した．

　Radonの垂直分布の実測から渦動拡散係数について

の高度分布にっいて検討した結果を報告する．

　526．三宅泰雄，杉村行勇（気研地球化学）：大気・海

　　　洋間における炭酸ガスの交換

　日本と南極大陸（昭和基地）との間の往復に大気中お

よび海水中の炭酸ガスの分圧を測定した．大気中のCO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の値には変動が少ないが，海水中では変動がはなはだし

く，ある海域では大気中のCO2の分圧を大巾に越え，

また他の海域では大気中のCO2の分圧を下まわるとこ

ろもあった．海水中におけるCO2の分圧の変動の要因

を海洋学的に解析し，地球上における気一海間のCO2

の交換にっいて報告する．

　327．川村　清（気研地球化学）：海洋大気中のNO2

　　　およびNH3濃度

　筆者は東大海洋研究所“白鳳丸”の1968年第3次航海

（7月～8月）に参加し，西部北太平洋上の大気NO2

およびNH3濃度を観測した．その結果，海洋上のNO2

濃度は測定場所に関係なくほぽ一定値（1．1μ9／m3）を

とることがわかった．この値は陸上の清浄大気中におけ

るものの1／2～1／3に相当するまたNH3濃度は黒潮海域

よりも親潮海域において高い値（平均値：1．5μ9／m3）

をとった．この観測結果は海水表面からNH3が大気中

に放出されていることを示唆している．

　528．前橋紀恵子，桂川秀嗣（立大原研）矢野　直

　　　（気研応用）：大気工一ロゾル粒子の放射化分折

　大気中のエー・ゾル粒子をMillipore　FiIterに付着さ

せ，それを放射化分析した．

　試料を原子炉で中性子照射したのち，直接リチウム，

ドリフト検出器の7スペクトル分析によって，エー・ゾ

ル中の核種の分析をおこなった．

　その結果，Na，Cl，Mn，Vなどの核種がみとめられ

た．さらに定量について検討した結果を報告する．

　529．川瀬二郎，村松久史（気研）：レーウインと振動

　　　計との組み合せについて

　かってレーウィソに水平振子を組み合わせ，レーウィ

ンの振動を測定したことがある．今回は上下動振動計周

期約0．1秒によって上下の振動をを測定した結果の考察

を述べる．

第3会場　第3日（25日）9時～12時

　330．田中正之（東北大理）：混濁大気による太陽放射

　　　の散乱反射及び透過

　前回光学的に不均質に成層した大気による太陽放射の

散乱反射及び散乱透過の問題の数値解法について報告し

たが，今回は極力現実的な地球大気のモデルに対する計

算結果：反射光及び透過光強度の角度分布，偏光要素の

角度分布，地球の反射率をはじめとする混濁大気の放射

伝達特性にっいて報告する．

　331．関原　彊（気研高物）：オーロラX線と大気オゾ

　　　ン

　オー・ラ帯において上層大気の電子衝撃による二次的

X線が気球高度で観測されるのは知られている所である

が，このX線が途中成層圏上部でどの様な役割を演じる

かについての研究はまだ見当らない．筆者は現在知られ
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ている化学反応速度係数を用いてX線の電離作用に始ま

る一連のイオソ化学反応を論じ，この効果がNO分子生

成を媒介としてオゾソ減少作用をすることを定量的に論

ずる．

　352．山本義一，田中正之，青木忠生（東北大理）：人

　　　工衛星による水蒸気分布の測定

　水蒸気回転帯域の赤外放射をSatelliteから観測する

ことにより大気中の水蒸気分布を推定する方法として山

本その他の開発したものがあるが，この方法にはいくつ

か不充分な点があった．今回は水蒸気分布に関する経験

的な直交関数系を導入し，暫定的な分布から出発して逐

次精度を高かめて行く新しい方法を考案したので，その

原理，応用例について報告する．

　535．山本義一，田中正之，浅野正二（東北大理）：水

、天気”15．9．
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　　　　雲の放射伝達的特性の研究

　　前回，Method　of　discrete　ordinatesによって，窓

領域での雲層内のnet　fluxを評価する方法について報

告したが，その計算結果をまず紹介する．

　　次に，水蒸気の吸収帯を含む全赤外領域での半無限の

厚さの雲の反射率，射出率等の評価について報告し，合

　せて，有限の厚さの雲の場合の取り扱い方についても触

　れる．

　　554．会田　勝（東北大理）：オゾン9．6μ帯の透過関

　　　　数

　　オゾソ9．6μ帯の透過関数の評価の上で，吸収線の位

．置及び強度とともに，その基本となる量である吸収線の

幅にっいてWalshawの実験を基にし’て理論的に吟昧

する．更にこの値を用いた9．6μ領域における平均の透

　過関数にっいて述べる．

　　335．山本義一，会田　勝（東北大理）：不均質大気に

　　　　おける透過関数の評価

　　大気中の炭酸ガスのように，混合比が一定の吸収物質

　をもつ不均質大気中でのLorentz　shapeをもった吸収

線による透過関数を評価する方法を開発した．最初に等

温大気での一本の吸収線による吸収及びElsasser　Band

による吸収を解析的に求め，更に温度変化のある実際の

大気へのこの方法の応用が高精度で可能であることを示

す．

　336．佐藤隆夫（長崎大）：上空に於ける散乱光（XI）

　上空の高さ10kmの点Pから垂直下方を起線としθ1

＝0。から1800まで30。，おきの方向からPに来る二次散
　　　　　　　　
乱光強度を計算し一次散乱と比べた．但し太陽高度goo

とする．二次／一次の値は12個の各波長にっぎθ、＝goo

既ち水平方向からはなれるに従い減ずる．各θ1につき

λ（波長）の増す程減ずる．

　537．嘉納宗靖，村井潔三，鈴木　正，小川芳雄（気

　　　研高物）：霧の放射的性質の研究（第1報）

　霧の粒径分布，含水量等と霧の透過度，ネフェ・メー

ターで測定した散乱関数との関係，および赤外放射の伝

達におよぼす霧の影響について議論する．

　558．関原　彊，村井潔三，嘉納宗靖，鈴木　正（気

　　　研高物）：赤外放射計検定装置の試作（第1報）

　赤外放射計の検定のための装置を試作し，これを用い

てご，三の赤外放射収支計の検定を行った．その結果お

よび関連した間題点等につき議論する．
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